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pratense L . ナ9シナラン此品ハ莖玄チテ花ハ淡紫色デアグ始メむら S きつめく S 卜呼ンダガ今ハあかつ めく さ 
デ 通ッテ居 〆 ソシテ之-一對シテ前者ノつめくさヲ特 -1 しろつめく S 卜呼ブ樣 - I ナッタガ是レハ花ガ白イカラデ 
アグ上ノ兩種ハ今日デハ普通-一我邦諸州二蔓コタ殆ド野草ノ姿トナッタ居ル此等ヲ苜蓿卜呼プノハ非デアグ 
❶ヘくそかづ^ノ意萎 あかね科ノ蔓判一一へくをかづら卜云フ者ガアッテ Paederia tomentosawLUME . ノ學 
名ヲ有シ離ナ ドニ 絡ンデ居 〆 ガ今其葉ヲ摘メ パ 惡ク臭イカラ世人モ亦能ク之ヲ知ッテ居 〆 古ク萬葉集ニハく を 
かづらノ名ガアグ又 和名鈔一ー ハ 細子 草並-一 かばね rs ノ名ガ載ッテ居，ガ今日デハ通常へ くを かづら卜唱へグ 
是ンハ前述ノ如ク其莖葉-一惡臭ガア X カラデアグ此へ くを かづらノ名ハ誠二念 入夕一一屁卜 勝トヲ連ネテ 居 〆 樣 
デアグガ然シ是ンハ果シテ屁屎かづらノ意歟其レトモ屁臭かづらノ意歟此一一尙一考ヲ費ス餘地ガナイデモナイ 
私ハ此へ くを かづらハ或ハへく S かづらカラ轉ジタモノ デ ハナイカトモ思フ現11私ノ生國土佐 デ ハ之ヲ へくさ 
んばぅ卜呼ンデ居 〆 又土佐 デ ハ「屁臭ヒ」卜言フコトハ普通一 I 使フ言葉デアッテ例へバ鯛ノ干物/舊クナッタノ 
ヲ燒テ食テ見ルト往々臭イノーー出逢フコトガアグ斯クイフ時ニハ此魚ハ「屁臭ヒ」ナドト唱へダ此樣二「屁臭ヒ」 
卜唱へ又へくさんばぅ(即チ屁臭ン坊ノ意)卜呼ブコトカラ推シ考へダトへくをかづらハ或ハへく S かづら力 
ラ轉ジタモノデア 〆 トモ云得，然シ旣一一舊クくをかづらノ名ガアグカラ或ハ之ン，一屁ヲ加へ夕音調ヲ能クシ呼 
ンダ ノカモ 知 レナイガ兎モ角モ 孰 レトモ理由ヲ付ケダコトガ出來 〆 和名鈔 ノかばね rs 、 ジ多分屍カラ來夕乇ノ 
デ 死屍ハ惡臭ヲ放ツカラソレデソウ言ッタモノ デ アラウト思フ 

❹やいとばなノ意義 前條ノへくをかづらハ又やいとばな卜稱ス V ガ其名ノ意義-一就ーグ此-二ーツノ說ガア 
グ、其一、小野蘭山ノ說-ーヨレパ『夏葉間一一花ヲ開ク其形! ii 4被ノ如ク極テ小ク三分許白色-ーシテ中心紫^^觸 
ノ脫タグアトノ色ノ如シ故-ーヤイトパナノ俗名アジ』11麵ト アリ 『又枝上ゴト, 一一 花 アリ 外白クシ ー7* 內赤シ灸 
ノフタヲトリタ 〆 色ノ如シ 故 二俗, ーヤ イト パ ナト 云』 11 ^ トア 〆 即チ其铊冠 ロノ 色ガ赤紫色 デ 其レガ恰ド灸ノ 
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號三第卷二第誌雜究硏物植 


痂ノトレタ痕ノ色二似テ居 〆 カラや S とばな卜言フノダトノ說デアグ、其二、篗鑪輪卜云フ書-ーヨン X f 灸花 
嫩ナル蔓艸小白花ヲ開ク內微紅也兒童其花ヲ取リ唾ニタシメシ莖付ノ方ヲ上ニシー7*手足或ハ頰-一齡ノニサナガラ 
灸ノ如シ依7-名トス』卜出テ居リ又改正月令博物签卜云フ書一ーヨレバ『やいと花葉^?®に似て花は筒ざきな 
-〇やはらかなるく^な-〇小花いろ白く內す？-し紅し小兒乙のはなの莖つきのか/2を上にして身にあて、灸のま 
ねをするにょく似/2るゆへ名づく』卜書イタアル即チ兒童ガ此花ヲ弄ブ時其丁子睽ヲシタ花冠ヲ唾デ手ノ甲ナ 
ド-一俯セニ着ケタ樣ガ恰モ灸ヲ据 H 夕樣ナカラ斯ク言フノダト/說デア 〆 此兩說中私ハ前說ハ餘リ考へ過ギタ 
W ノデ寧？！後說ガ穩當デ眞二近イデハナイカト思フ 

❿はんげ t ゃ5ノ意義 野外水傍ノ草-一はんげしゃう卜呼ブ宿根草ガアツテーニかたしろ卜稱スダ又か 
たじろ、みつじろ、おしろいかけ、はげしゃう rs 、 はげしゃう、はんげ rs ノ名ガア 〆 漢名ハ三白草デアツテ 
學名ハ saul.urus LoureiriU ECNE. デア，或人ノ說デ >>■* 之ヲはんげしゃう卜云フノハ半假粧ノ意デ其ン/唯其梢 
ノ少數ノ葉ノミガ白クナツテ他ノ葉ハ依然卜綠色ナカラトノ事デアル(私ハ半假粧ノ意ハ葉ガ片面白イカラ云 
フノデハナイカト想フ)然， -1 寺島良安ノ和漢三才圖會-1ハ『半夏生ノ時分一一白11變ズ故|一 俗1一半夏草卜日フ』 
f 卜記シ小野蘭山ノ本草綱目啓蒙ニハ『五月半夏生ノ時梢上ノ三葉ノミ面白キ色-一變ズ背ハ然ラズ故-ーハゲセ 
ゥグサ等ノ諸名アリ』卜記シテアツテ.はんげしゃうノ意味ガ前述ノ通リニ樣-1ナツーブ居 〆 然シ五月半夏生ノ時 
分 ■ ー ハ此草/漸クー尺許-一生長セジノミ-ーテ花穗モマダ出デズ從テ其葉、ノ全然綠色ヲ呈シ白變セ，葉ハ尙ホ未 
ダ其梢二出現シナイ其レ故前記三才圖會並一一啓蒙ノ說ハ適中シナイ樣-1私ハ感ズグ、私ハ是レハ半夏生ノ時分 
-1 二此草ガ最モ盛ン-一生長シツ、アル時ダカラ假令へマダ白イ梢葉、ノ出ナクトモ之ヲ半夏生或ハ半夏草卜云フ 
ノダト解シク方ガ或 〆 ヨイカモ知レヌト思フ 

• 東京 一一 於テうま r や Ly 盛衰 明治十七八年即チ今ョブ三十餘年前頃ハうまごやし. (Medicago deuticulata 
斷枝 dk 葉(其九〕 
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斷枝片葉(其九〕 

WILL ?) ガ東京丸ノ內(無論今 B ノ樣二家ハナイ)ナドーー非常一一澤山一一生 H テ居ツテ容易-一得ランタ其時分ニハ 
同屬ノ NJ めつぶまごやし ( M.lupulina L .) ハ誠一一鮮ナカツタ當時御茶ノ水ノ今ノ女子高等師範學校ノ 土堤デ、ノ 
之レヲ見タガ今日デモ尙依然トシテ其處二其繁殖ヲ續ヶテ居 〆 私ハ其處ヲ通ッテ之ヲ見，度 >1何ンダカ舊知二 
逢フ樣ナ氣ガスル今日デハ前記ノう嗖ごやしハ東京デハ絕 H 夕見ナイガ之 - i 反シテ乙め〇ぶ^ごやし/方ハ其 
處此處二能ク繁殖シテ居ル即チ束京デハうまごやし c ビテ乙めつぶ'±ごやし之レ-一代ツタ譯デアル 
® 東京一一於ケルたちいぬふぐり M 二おほいぬふぐ9 たちいぬふぐり1:ごまのは r 3 科ノ ve^ouicp prvcnsis 
L . デ歐洲カラ來夕一年生ノ雜草デア 〆 今日デハ廣ク我邦 一 一 野草ノ姿ヲナスニ至ツタガ明治十六七年頃11、ン東京 
デサへモソウハ澤山二見ナカツタ明治十七年ノ五月頃一一私ハ松村任三君カラ永樂町(東京丸ノ內)ノ土堤-一在 〆 
卜敎ヘラレテ之レヲ採集-一行キ當時土佐ヨ^'山出シノ私-二珍ラシカツタ禾本ノながは rs(poa pratensis L .) 
卜共一一之ヲ採リ來ッタコトガアッテ其ノ時ノ標本ガ今尙ホ手許 1 一存シテ居 〆 、又おほいぬふぐぅ即チ Veronica 
persiea POIR. ( F.Tbwme/or^.GMELJ.F.fcaw^cmmglTEN.) ハ是レ亦明治十七年頃 1 j ハ誠二稀レデアツテ同二十 
年頃一ーハ東京デモ僅カノ區域11 .シカ無カッタ當時大學一一居夕大渡忠太郞君ガ此草ノ繁殖ハ南北一一擴ガ，モノダ 
ナドト言テ居ッタガ今日デン廣ク東西南北1一擴ガリ我邦諸州ノ普通野草トナリ了ツタ此二品、ノ啻一一種子ガ澤山 
出來ルノミナラズ其種子ハ發芽カガ意外二强イト見 H 僅カノ年間一一非常二廣ク其領地ヲ占ムグー I 至ツタ 
• はたさ、げノ嫩枝ヲ貪7 農家デハはたげ (vigna Catiaug ENDLO ノ嫩枝ヲ摘ミ之ヲ食フ處ガアル即 
チ神奈川縣下ナドガ其レデアル農夫ガ我田ノ畔ナド> 1 作ツテ居,は/ 2 3、げへ成グべク新枝ヲ出シテ榮ユサ.ス 
爲メ -1 其梢ノ方ノ極ク嫩キ莖ヲ短カク摘ミ取グ此摘ンダノヲ徒一一棄 〆 ハ勿體ナイノデ乃チ之ヲ食品二利用スダ 
即チ其法ハ之ヲ揲デ胡麻義トナシーブ食ス，ノデアグ 

©せんのうノ名ハ何 U 碁キ于名ケシカ なで•し2.科ノー花草二せんのう卜稱スグ者ガアツテ昔カラ我邦-1培 















養セラレテ居ル然シ其自生ノ地ハ判ラナイ(或人ハ中國脊梁ノ山デ見タト云フガ果シテ眞歟)學名ヲ Lychnis 
Senno SJLEB . et ZUCC. 卜稱スダガ其種名/ seals ハ直グ其和名ヲ採ッタモノデアグ其せんのう卜云フノぐ仙翁 
ノ意デ其譯ハ下學集卜云フ書一一出一7*居 〆 即チ同書下卷草木門-一『仙翁花嵯峨ノ仙翁寺ヨリ始ープ此華ヲ出ス故 
- 一仙翁華卜云フ也』1 3 tl ' トアル此下學集ハ文安元年即チ西曆一千四百四十四年一一成ッタモノデ今ヨ？四百七十五 
年前ノ書デア 〆 上下ノニ卷アッテ物名ヲ集メタモノデア 〆 後寬文九年-一其增補版ノ梓行ガアッテ增補下學集卜 
題シテア 〆 又寶曆三年11出版シク篗總輪卜云フ書ノ中卷二ふ『昔嵯峨淸凉寺ノ北一一寺アリ仙翁寺卜號ス其寺絕 
テ其寺跡-一珍花生ス時ノ人仙翁花卜名ク則剪羅紅ナリ又紅梅草トモ云是也』卜記シテア 〆 
•すゐせんの 5 舶來ノ多年草デなでし ZL 科 - i 屬ス 〆 者-一す. Q せんのう卜稱スルモノガアグ多分明治維新前 
-1 渡來シタモノデアラクト思フガ頗グ丈夫ナ花草ユ H -1 今ハ廣ク我邦諸州-一擴マッテ居 〆 、がんび、せんのう 
並二ま07^とナドト同屬デト70111 £-0 03=写5'«空1广ノ學名ヲ有スグ又>的3吳21313,00中011写5-1卜並二00311|11- 
一- ia tolo sa R Be . ノ異名ガアル歐洲及ビ亞細 S5 ノ原產デア 〆 ガ我日本-二固ヨリ野生ハナイ今我邦- 1 栽培シ 
テ居，モノニ- >•* 普通一二二通リノ花色ガアル即チーハ紅紫色ノモノー ハ白色/モノ又一、ノ其間ノ淡紅白色ノモノ 
デア，すゐせんのうトハ多分其淡紅白色ノモノ'!基キテ名ケタ名デハアグマイカト想フ恰ドふょう(木芙蓉〕ノ 
一品デ其花朝開イタ時ハ色ガ白ク午後-一至テ漸ク紅-一變ズ 〆 品-一醉芙蓉ノ名ガアグ樣二此すゐせんのうは蓋シ 
醉仙翁デア 〆 醉トハ醉テ顔一一紅ヲ潮シタト見立一ーノタモノデ其淡紅白色ノモノハ其花冠面ノ中央部漸次 -I 淡紅ヲ 
呈シ恰モ醉テ紅ヲ潮セシガ如キ觀アグ故-一斯クハ名ケタ乇ノデアラウ又此品ハ葉二白絨毛ヲ密布シテ居 〆 所力 
ラふらねる草卜呼ンデ居グ處ガア， 

#果期ハ同ジケ レ ドモ花候ハ同ジカラザル同屬ノ植物 くすのき科中二し KT たも屬 ( Litsea ) ガアッテ屬中二 
しろだも p . gpuca siEBo いぬがし ( L . lata EL .) 等ノ品種ガ含マレーグ居 〆 、しろだも、ノ諸州二普ネク之レ 
















斷枝 fr 葉(其九〕 



ヲ見 〆 ガ S ぬがしは唯西南暖地ノ地方-ーノミ生ズ 〆 共二雌雄異株ノ樹木デアツテ$ぬがしガズツト小サイ、しろ 
だもハ晚秋一一黃花ヲ開キ花ハ其年二成長シタ枝上-1出デ花卜同時一一赤色ノ果實ヲ着クグガ此果實ハ前年ノ枝二 
着キ前年ノ秋二花ノ暌イタモノデアグ、$ぬがしは早春二赤キ花ヲ開キ花ハ前年>1成長シク枝上二出デ其果實 
、ノ秋-一至ツーグ黑熟スグソシー7*此果實成熟ノ際ニハ決シーグ花ヲ見，事ガナイ、同屬植物デモ此樣二ーハ前年ノ秋 
二花ガ暌イテ次年ノ秋-一實ヲ結ビーハ春-一花ガ暌イテ其年ノ秋一一實ヲ結ブ/差異ガアグ所ヲ以テ見レバ此花候 
果期ノ異同ハ必ズシモ屬卜屬トヲ分ツ上-一就テ敢テ重要ナダ標徵トナラヌ事ガア 〆 コトガ知ン 〆 
• L ろだもハ蓋シ前世熱地ノ 遺 樹乎 しろだも (Litsea glauca S1EB .) ハ 前世界時代一ー ハ 多分熱地ノ樹木デ、 ノ 
ナカ ツタ ラウカ ト想ハル、、現時日本ノ中部地デハ他ノ落葉樹卜相交ツテ嚴冬ノ寒氣二乇堪 H 忍ブー木トハナツ 
テ居，ガ然シ其初夏-一當テ嫩枝上二軟臥毛(毛ハ後直-一脫落ス〇ア 〆 嫩葉ヲ懸垂ス，ノ狀ヲ見レバ彼ノ熱地ナ 
ダ檬果ナドノ嫩葉ヲ想起セズーーハ店ラレナイ斯ノ樣ナ思考- i 耽リツ、北地-1少ナク暖熱地-一多キくすのき科品 
二屬ス 〆 該樹ヲ寒冷ナ，地方ノ落葉樹間-一望ム時ハ正-一一種ノ感想ガ油然トシテ腦裏二湧クノヲ覺ユ，ノデア 
ルソレハ彼レ、ノ前世界-一在テー度ハ日光强烈 _- i シテ時々沛然タグ驟雨-一浴ス 〆 熱地二永ク繁茂セシ型ヲ尙今日 
一一遺シテ居 〆 卜 想像シ 得ラ レヌデモナイ カラ デア， 

•はな Jb さび 私ノ得夕岩崎灌園(本草圖譜ノ著者} ノ手書二下ノ如キ記事ガアグ即チ『石弁盛時ノ話一一多摩 
郡和泉村泉龍寺ノ地內一一涌泉アリ下流多ノ田ヲ養フ此池水 一！ ハナワサビ 多シ此寺靈驗ノ子持地藏アリ文化十二 
年江戶植木や何某泉龍寺ノ地藏菩薩-一諸デ此草ヲ見出シ採テ市中-一賣ル大一一利ヲ得タリ是ヨリ數度此所-一行夕 
此草ヲ採テ弘シヨリ近國迄モ探シ求メタリト云』ノデアグ此はなわ§びハ即チおほぜ61名どくぜぅデ其早春 
ノ莖ガ宛モわ S びノ樣ニナツテ居，カラはなわ S び卜云ツタモノデアグ C 蜀山人ノ「一話一言」中二乇此話ガ載ツ 
テ居 〆 本誌次號ノ「摘芳拾蘂錄」中-一之ヲ收錄シ >グ示サウ 



















